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新型コロナウイルス第６次の蔓延の中、不安な中でのお仕事、日常生活を送られていることと推察

します。 

さて、東北ハイテク研究会セミナー「コロナ後の東北農業・農村・食資源を活用した交流・

観光の新たな展開を展望する」を令和 4 年 1 月 26 日（水）に全国各地から 5３名の参加者を得

て開催することができました。 

ニュースレター第 59 号では、このセミナーの概要についてお知らせします。 

 

 

  

 

新型コロナウイルスの世界的な蔓延により、これまで順調に伸びてきたわが国の農産物輸出は大き

く減少するとともに、観光事業の発展を支えていたインバウンドの訪日制限措置により、観光産業、

高級食材を生産する農業への打撃は計り知れないものがあります。しかしながら、海外、国内を問わ

ずワクチン接種者の着実な増加が続き、出口が見えない新型コロナ禍にもかすかな光明が見えていま

す。 

東北地域においては、東日本大震災からの復興が進む中で、新型コロナウイルスが蔓延し、東北地

域の観光・農業・食産業は再び大きなダメージを受けましたが、粘り強い東北人の気質と素晴らしい

風土、環境、そして食と農を支えるビジネスの基盤は健在です。 

今回のセミナーは、コロナ後を見据えた東北地域の観光開発、インバウンドへの対応、さらには東

北の優れた農産物や食品、農村社会を戦略的に国内外に発信する方法について、専門家をお招きして

意見交換することを目指して実施しました。なお、今回のセミナーは、新型コロナウイルスの収束が

見えない中での開催となるため、Online 配信で実施しました。 

 

 

 

 

日   時 令和４年 1 月２６日（水） １3：30～１６：15 

   開催場所 オンライン開催（Zoom(ウエビナー)によるライブ配信）  

   主    催 農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課産学連携室  

        東北地域農林水産・食品ハイテク研究会  
 
 
 

セミナーの目的 

開催の日時と場所 

(No.59 2022.3) 
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挨拶   東北地域農林水産・食品ハイテク研究会企画委員長／東北大学教授 藤井 智幸 

 

第 1 報告 東北における今後の観光開発政策を展望する 

国土交通省 東北運輸局 観光部 部長 鈴木 邦夫 氏 

第 2 報告 東北の食と農を発信する JR 東日本の取り組み 

東日本旅客鉄道株式会社 盛岡支社 営業部長 渡邉 佳隆 氏 

第 3 報告 陸前高田から新たな農の形を創造する 

ワタミオーガニックランド株式会社 代表取締役 小出 浩平 氏 

第４報告 仙台ターミナルビル株式会社 観光農園の取り組み 

仙台ターミナルビル株式会社 観光農業部 専門監 菊地 秀喜 氏 

質疑討論 

司会：東北地域農林水産・食品ハイテク研究会 門間 敏幸 
 

 

 

 

第 1 報告では、「東北における今後の観光開発政策を展望する」と題して、国土交通省 東北運輸局

観光部 部長の鈴木 邦夫さんから話題提供が行われた。ここでは、現在の東北観光の現状、地域活性

化における観光の重要性、新型コロナウイルスの感染拡大による観光トレンドの変化、農業と観光が

連携した取り組み事例の紹介が行われた。現在の観光の現状に関しては、豊富な時系列データに基づ

き、最近の推移と新型コロナウイルスの影響がいかに観光に打撃を与えたかが示された。 

 

 

また、観光の地域経済への影響は単に旅行消費額にとどまらず、旅行関連商品の生産誘発効果、雇

用誘発効果が極めて大きいことや地域経済にとっての観光の重要性が示され、新型コロナウイルス拡

大の影響の中で、県内・近隣地域内での観光（マイクロツーリズム）、個人旅行の割合が増加するとと

もに、ワーケーションの実施希望、アウトドアレジャーへの希望が増加していることが示された。さ

セミナープログラム 

講演内容 
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らに、世界的に持続可能な観光（サステナブルツーリズム）への需要が高まり、地域全体の資源を総

合的に生かした観光コンテンツを地域の住民・関係機関が一体となって整備・充実を図ることの重要

性が示された。 

 

第 2 報告では、「東北の食と農を発信する JR 東日本の取り組み」と題して、東日本旅客鉄道株式

会社 盛岡支社 営業部長の渡邉 佳隆さんから話題提供が行われた。ここでは、地域と JR 東日本が繋

がることの意義、JR 東日本の強みを生かした事業展開、食や地域産業に関わる地域連携などの取り

組みが紹介された。 

 

 



4 
 

基本的な問題意識は地域の衰退は新幹線の衰退に直結するというものであり、交流・定住人口拡大

に向けて JR 東日本の役割を最大限に発揮するというものであった。とりわけ列車（新幹線）を使っ

た物流による地域発信（はこビュン）、JREMALL を活用したふるさと納税、地方自治体との連携に

よる 6 次産業化支援と発信等、地域特産品の開発・販売・地域の発信のために実に様々な取り組みが

行われていることが紹介された。まさに JR は地域の人々・産業と一体の企業であることを再認識す

ることができた報告であった。 

 

 

 

第 3 報告では、「陸前高田から新たな農の形を創造する」と題して、ワタミオーガニックランド株

式会社 代表取締役の小出 浩平さんから話題提供が行われた。ここでは、陸前高田市で現在ワタミが

展開しているオーガニックランド（面積 23～24ha）の事業の概要、事業の位置づけ、長期の事業計

画などが報告された。そのねらいは、ワタミグループが目指す 6 次産業モデルの具現化であり、日本

初のオーガニック（有機・循環型社会＝命）のテーマパークづくりを目指している点が強調された。 

 

 

 

現在、BBQ＋カフェ＋農場（ワイン・ブドウ畑）がオープンされており、将来は野外音楽堂を中心と

したアートパークエリア、エネルギー自給を目指したソーラーシェアリング施設の整備を行い、「修学旅

行の聖地」「ここに来れば有機農業が学べる」場の創造を目指している。地元食材の最大限の活用を目指

した取り組みを現在展開中であり、東日本大震災で壊滅的な被害を受けた陸前高田市だけでなく、三陸

全体の交流・観光の基地となりうるような取り組みを現在展開中である。 
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第 4 報告では、「仙台ターミナルビル株式会社 観光農園の取り組み」と題して、仙台ターミナルビル

株式会社 観光農業部 専門監の菊地 秀喜さんから話題提供が行われた。ここでは、東日本大震災を受け

た仙台沿岸部における「食と農のフロンティアゾーン」の拠点施設を目指して 2016 年に再整備された

「JR フルーツパーク仙台あらはま」の観光果樹園（1 年を通し旬の果物の摘み取りができる）の取り組

みが紹介された。 

 

 
 

イチゴ、ブルーベリー、ブドウ、リンゴ、ナシ、イチジク、キウイ、スグリ等、多様な果実が最新

の栽培技術とスマート農業技術を活用して生産できる仕組みが構築され、企業的な視点で経営が実施

されている。こうした取り組みを紹介するとともに、報告者の菊地さん自身が果樹の専門家であるこ
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とから、ジョイント栽培のポイント、スマート農業技術による省力化の工夫などについて詳しく説明

された。なお、新型コロナウイルスの蔓延下でも密にならない広大な敷地をもつ当観光農園では、お

客様の減少は起こらず、むしろ増加したと報告され、マイクロツーリズムの拠点施設となっているこ

とが確認できた。 

 

以上の 4 つの話題提供を受けて、東北地域農林水産・食品ハイテク研究会 農林水産省産学連携支

援コーディネータ－（門間）の司会進行で質疑討論が行われた。 

質疑討論では、国土交通省の鈴木さんに対しては、コロナ発生以前に東北地域でインバンドが大き

く増加した理由、観光地域づくり法人（DMO）の組織化の仕方、サステナブルツーリズムの実践方法

について質疑が行われた。JR の渡邊さんに対しては、多様な地域発信を行っている JR 東日本と地

域の人々との連携の仕方、JR 東日本と地域の行政との連携の仕方、地域発信のための新幹線ビジネ

スの今後の活用方向などについて質疑が行われた。 

ワタミの小出さんは急用ができたため、質疑を欠席した。仙台ターミナルビルの菊地さんに対して

は、観光客に対する新たな果樹栽培技術、スマート農業技術の見せ方、受光態勢が良いジョイント栽

培における果実の日焼け防止対策、凍霜害や鳥獣害への対応などの技術的な質問を中心とした質疑が

行なわれた。 

 

本セミナーには、東北ハイテク研究会の農業技術に関するこれまでのセミナーとは異なる個人・企

業関係の方に全国各地から参加いただいた。当研究会の今後の新たな活動の展開についての可能性・

方向性を考える意味でも非常に有意義であった。 

 

なお、本セミナーに関する資料を当研究会の HP（下記 URL）に掲載していますので、ご参考にし

ていただければ幸いです。 

http://tohoku-hightech.jp/seminar.html 

 

 


